
 

 

大田区自立支援協議会 令和５・６年度 第 12回地域生活部会議事録 

          文責：松浦    

（１）会議の名称 大田区自立支援協議会 令和５・６年度 第 12回地域生活部会 

（２）開催日時 令和６年 10月 18日（金） 10：00～12：00 

（３）開催場所 大田区立障がい者総合サポートセンター ５階 多目的室 

（４）出席した委

員、事務局 
 

伊藤 朋春 山根 聖子 小松代 菜央 柴田 静 

小野 英次郎 大場 貴弘 池田 栄美 小林 寿江 

南雲 好晶 相澤 あゆみ 青山 明子 平井 有希子 

金丸 正明 広瀬 健次郎 松浦 好美  

区事務局：土岐 親跡 齋藤 小西 鈴木  

（５）内容・要旨  

１ 議題 

 

（１） 事務連絡 

・出欠確認 

・部会のスケジュールの確認 

・司会-伊藤部会長、書記-松浦委員 

 

 

（２） 令和５・６年度の活動について 

・社会に出てからの生活（就労、住まい、成人期のサポートの仕

方、休日の過ごし方など）について２人の委員にスピーカーとし

てお話しいただいた。 

  

  A委員 

〇就労の型について 

一般→障がい者枠としての就労。 

福祉→就労継続支援 B 型は雇用契約を結ばず、事業所ごとに設定し

た工賃を支払い、軽作業のみ。出社日を調整できる。 

  →就労継続支援 A 型は雇用契約を結び、賃金の保証はあるが、

毎日出社するルールがある。 

その他→・就労移行支援→就職活動をサポートするサービス。 

１人あたり、２年限定。 

    ・就労選択支援 

 

〇情報収集・提供について 

・学校の担任や進路担当の先生と実習の調整や申し送り（本人 

の特性や対応方法について共有）を行う。 

  ・放課後等デイサービスと連携している。指示したことができる

か、親子の関係性など情報を収集している。 

  ・HP の更新。就職の成功事例などをアップしている。検索しないと

閲覧されないことが課題。 

  ・地元の公園清掃や地域住民との交流会などを行い、地域とつなが

りを持ち、知ってもらう。 

 

B委員 

〇情報提供について 
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  ・グループホームの空き情報を相談支援事業所等に共有する。 

  ・入居前に情報発信が上手くできていないことが課題である。 

  ・入居中の情報発信は、外部サービスの情報を利用者に発信。移動

支援サービスの紹介やかかりつけ医の紹介、通院が困難の人に訪

問サービスを紹介している。今後、整形外科等の訪問があると良

いと思う。休日の昼食は提供していないため、お弁当の配達サー

ビスの情報提供も行っている。 

  ・金銭の管理について、サービス内でやっているが、資産を多く持

っている場合は本人、家族に後見人を薦めている。 

  ・就労のサポートとして、通所先や就職先と連携している。 

  ・所在が不明になった際は警察と連携することもある。 

  ・選挙のサポートをすることもある。選挙候補をホームに掲示した

り、区作成のお手伝いシートを利用してサポートを行う。 

  ・地域に住民であることをアピールするため、地域のイベントや清

掃、防災訓練に積極的に参加している。近所の人に挨拶などをし

て良好な関係を保つ。例：同じ飲食店に通い続ける→自然とサポ

ートしてもらえるようになる。 

  ・職員が地域の見守り活動等に参加をし、地域に貢献できるように

していきたいと考えている。 

 

  委員より質問・感想等 

  ・地域にグループホームがあることや障がい者が住んでいることに

気づいている人が少ない。つながりを作るのは難しい。町会には

高齢者が多く、若い人はほとんどいない。 

  ・卒業後の就労、就職先との連携が難しい。どのような情報がほし

いかわからない。社会に食い込んでいく取り組み、外部と関わる

ためにどうやって質を上げていくか、どのような考え方が必要

か。 

  ・障がい者が歩いているだけでも理解啓発につながるのではない

か。 

 

２ その他 

  〇今後の予定 
   ・委員２名によるスピーチ 

支援者側からの情報提供等についての好事例や後見人や介護保

険に切り替わるときの問題点など 
 

〇次回開催日 
作業部会 11 月 5 日(火)は中止 

専門部会 11 月 19 日(火)は中止 

 


